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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期
第１四半期
累計(会計)期間

第56期
第１四半期
累計(会計)期間

第55期

会計期間

自平成22年
３月21日
至平成22年
６月20日

自平成23年
３月21日
至平成23年
６月20日

自平成22年
３月21日
至平成23年
３月20日

売上高（千円） 4,899,1528,243,44523,882,316

経常利益（千円） 1,036,262472,9792,786,982

四半期（当期）純利益（千円） 667,714 289,2101,790,508

持分法を適用した場合の投資利益

又は投資損失（△）（千円）
△140 127 4,615

資本金（千円） 787,100 787,100 787,100

発行済株式総数（千株） 4,880 4,880 4,880

純資産額（千円） 12,996,77514,270,40814,026,720

総資産額（千円） 18,628,82730,880,36224,896,200

１株当たり純資産額（円） 2,715.392,968.672,926.05

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
139.69 60.32 374.40

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
138.67 59.96 372.09

１株当たり配当額（円） － － 30.00

自己資本比率（％） 69.7 46.2 56.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
163,759△3,429,447△3,977,087

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△46,428△834,074△748,347

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△272,6104,399,5923,773,718

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
3,176,6602,382,6542,253,208

従業員数（人） 303 308 301

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 
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２【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社

における異動もありません。　

 

３【関係会社の状況】

当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成23年６月20日現在

従業員数（人） 308 (33)

（注）従業員数は、就業人員（嘱託含む）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材派遣会社からの派遣社員含む）

は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期会計期間の生産実績を単一セグメント内の区分に示すと、次のとおりであります。

区　分
当第１四半期会計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年６月20日）

前年同四半期比（％）

ジルコニウム化合物（千円） 8,200,671 279.6

その他（千円） 292,098 236.3

合計（千円） 8,492,769 277.8

 　（注）１．生産金額は実際原価に基づいて算出しております。

 ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 ３．同一品目であっても複数の用途に用いられることもありますので、生産実績については用途別に示す

ことが困難であるため、その主要製法別に示すと、次のとおりであります。

製法別
当第１四半期会計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年６月20日）

前年同四半期比（％）

湿式工程品（千円） 7,983,213 295.5

乾式工程品（千円） 307,763 160.0

溶液品（千円） 121,634 140.9

セシウム品（千円） 80,158 105.2

合計（千円） 8,492,769 277.8

（注）１．生産金額は実際原価に基づいて算出しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2）受注の状況

　当社は見込生産を行っているため、該当事項はありません。

　

(3）販売実績

　当第１四半期会計期間の販売実績を単一セグメント内の区分に示すと、次のとおりであります。

区　分
当第１四半期会計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年６月20日）

前年同四半期比（％）

ジルコニウム化合物（千円） 7,677,108 172.7

その他（千円） 566,337 125.1

合計（千円） 8,243,445 168.3

EDINET提出書類

第一稀元素化学工業株式会社(E00806)

四半期報告書

 4/25



　単一セグメント内の用途別販売実績

用途別
当第１四半期会計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年６月20日）

前年同四半期比（％）

触媒（千円） 6,088,017 204.5

ファインセラミックス（千円） 729,999 120.3

耐火物・ブレーキ材（千円） 635,258 100.3

電子材料・酸素センサー（千円） 486,680 109.7

その他（千円） 303,489 127.4

合計（千円） 8,243,445 168.3

（注）１．前第１四半期会計期間及び当第１四半期会計期間の主要な輸出先及び輸出販売高並びに割合は、次の

とおりであります。

なお、（　）内は総販売実績に対する輸出販売高の割合であります。

輸出先

前第１四半期会計期間
（自　平成22年３月21日
　　至　平成22年６月20日）

当第１四半期会計期間
（自　平成23年３月21日
　　至　平成23年６月20日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

欧州（千円） 758,561 32.9 1,928,806 37.8

北米（千円） 902,741 39.1 1,532,368 30.0

アジア（千円） 549,663 23.8 1,428,268 27.9

その他（千円） 97,602 4.2 221,654 4.3

合計（千円）
2,308,568 100.0 5,111,097 100.0

（47.1%） 　 （62.0%） 　

２．前第１四半期会計期間及び当第１四半期会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販

売実績に対する割合は、次のとおりであります。　

相手先

前第１四半期会計期間

(自　平成22年３月21日

　至　平成22年６月20日)

割合

（％）

当第１四半期会計期間

(自　平成23年３月21日

　至　平成23年６月20日)

割合

（％）

BASF Catalysts LLC

（千円）
   － －    880,78010.7 

　 （注）前第１四半期会計期間については、当該割合が100分の10未満のため記載を省略しております。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当第１四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績の状況 

  当第１四半期会計期間における世界経済は、欧州の財政問題、米国でのバランスシートの問題、新興国での物価上

昇などの懸念材料があるものの、中国をはじめとする新興国の成長の恩恵から緩やかな回復基調が継続しました。

国内経済は、東日本大震災の影響により投資マインド、消費マインドが大幅に悪化し、また計画停電の実施もあって

生産活動が一時的に大きく落ち込みましたが、足元では持ち直しの動きが見られます。　

　当社の主要顧客であります自動車業界では、東日本大震災によってサプライチェーンが寸断したことから、国内

メーカーを中心に全世界に減産などの影響が波及しましたが、その回復は予想以上に早く、世界全体での生産台数

の落ち込みはそれほど大きくなかったものと推測されます。

　このような状況の下、触媒用途における自動車排ガス浄化触媒材料の販売数量は、国内自動車メーカー向けが落ち

込んだものの、他のメーカー向けでほぼカバーできたため、全体では若干の減少にとどまりました。しかしながら、

売上高は前期の下半期に高騰したレアアース原料の値上がり分を販売価格へ転嫁したことから前年同期比で倍増

しました。また、ファインセラミックス、電子材料・酸素センサー、その他の用途で着実に販売数量を伸ばし、売上高

が増加しました。

　一方、収益面では、今期に入ってもレアアース原料が高騰を続けておりますが、今期の価格上昇分の売価への転嫁

は第２四半期以降となるため、当第１四半期会計期間の経常利益は前年同期比で大きく減益となりました。

　これらの結果、当第１四半期会計期間の業績は、売上高8,243百万円（前年同期比68.3％増）、営業利益470百万円

（前年同期比53.7％減）、経常利益472百万円（前年同期比54.4％減）、当四半期純利益289百万円（前年同期比

56.7％減）となりました。　

(2）財政状態の分析　

  当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末比5,984百万円増加しました。これは主に、受取手形及

び売掛金の増加（911百万円）、たな卸資産の増加（4,717百万円）、その他流動資産の減少（△565百万円）及び固

定資産の増加（791百万円）等によるものであります。

　当第１四半期会計期間末における負債は、前事業年度末比5,740百万円増加しました。これは主に、支払手形及び買

掛金の増加（1,653百万円）、短期借入金の増加（3,700百万円）、未払法人税等の減少（△498百万円）及び長期借

入金の増加（517百万円）等によるものであります。

(3）キャッシュ・フローの状況　

　当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末比129百万円増

加し、2,382百万円（前年同四半期会計期間末残高3,176百万円）となりました。なお、当第１四半期会計期間におけ

る各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期会計期間における営業活動の結果、使用した資金は3,429百万円（前年同四半期会計期間は163百

万円の収入）となりました。主な支出は、たな卸資産の増加（△4,717百万円）、売上債権の増加（△662百万

円）、法人税等の支払額（△602百万円）等によるものであります。

　一方、主な収入は、仕入債務の増加（1,708百万円）及び税引前四半期純利益（468百万円）等によるものであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期会計期間における投資活動の結果、使用した資金は834百万円（前年同四半期会計期間は46百万円

の支出）となりました。これは主に、有形固定資産の取得(△816百万円）等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期会計期間における財務活動の結果、得られた資金は4,399百万円（前年同四半期会計期間は272百

万円の支出）となりました。これは主に、短期借入金の増加（3,700百万円）、長期借入れによる収入（1,000百万

円）、長期借入金の返済（△262百万円）及び配当金の支払（△67百万円）等によるものであります。
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(4）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第１四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

(5）研究開発活動

当第１四半期会計期間の研究開発費の総額は135百万円であります。なお、当第１四半期会計期間において、当社

の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第１四半期会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期会計期間において、当社が取得した主要な設備は次のとおりであります。

事業所名 所在地 設備の内容 完了年月
金額(百万円)

(面積百㎡)　

完成後の

増加能力

　

福井工場

　

　

福井県福井市

　

湿式ライン増設 平成23.6 　216
年間生産量約

800t

　土地 平成23.3
　504

(445)　
－　

（注）当社は化学工業製品の製造及び販売事業の単一セグメントであるため、セグメント名称の記載を省略してお

ります。

(2）設備の新設、除却等の計画

　前事業年度末において計画中であった重要な設備の新設のうち、当第１四半期会計期間に完了したものは、「(1）

主要な設備の状況」の記載に含めております。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除売却等の計画

はありません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,520,000

計 19,520,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年７月29日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,880,000 4,880,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株　

計 4,880,000 4,880,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

　平成20年８月22日取締役会決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成23年６月20日）

新株予約権の数（個） 548

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）※１ 54,800

新株予約権の行使時の払込金額（円） 2,015

新株予約権の行使期間
自　平成22年9月21日

至　平成25年9月20日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）※２、３

発行価格　　　

資本組入額

2,015

1,008

新株予約権の行使の条件 　　　　　　※４

新株予約権の譲渡に関する事項 　　　　※５、６

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 　　　　　　※７

（注）　※１　当社が株式分割（株式の無償割当てを含む）又は株式併合を行う場合、次の算式により目的である株式の

数を調整するものとする。ただし、かかる調整は新株予約権のうち、当該時点で権利行使されていない新

株予約権の目的たる株式の数についてのみ行われ、調整の結果1株未満の端数が生じた場合は、これを切

り捨てるものとする。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

　また、上記のほか、株式数の調整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは合理的な範囲で当社は

必要と認める株式数の調整を行う。  
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※２　新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、次により決定される１株当たりの払込金額（以下、

「行使価額」という。）に新株予約権１個当たりの目的となる株式の数を乗じた金額とする。

行使価額は、新株予約権を割り当てる日（以下、「割当日」という。）の属する月の前月の各日（取引が

成立しない日を除く。）の東京証券取引所における当社普通株式の普通取引の終値の平均値に1.05を乗

じた金額とし、１円未満の端数は切り上げるものとする。ただし、当該金額が新株予約権割当日の終値

（割当日の終値がない場合は、それに先立つ直近日の終値）を下回る場合は、当該終値とする。

なお、割当日後に下記の各事由が生じたときは、下記の各算式により調整された行使価額に新株予約権1

個当たりの目的である株式の数を乗じた額とする。なお、調整後の行使価額は、１円未満の端数を切り上

げる。

①当社が株式分割又は株式併合を行う場合　　

調整後払込金額＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

②当社が時価を下回る価額で募集株式を発行（株式の無償割当てによる株式の発行及び自己株式を交付す

る場合を含み、新株予約権（新株予約権付社債も含む）の行使による場合及び当社の普通株式に転換で

きる証券の転換による場合を除く）する場合

    
既発行株式数 ＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１株当たり時価

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数

  ただし、算式中の既発行株式数は、上記の株式の発行の効力発生日の前日における当社の発行済株式総

数から、当該時点における当社の保有する自己株式の数を控除した数とし、自己株式の処分を行う場合、

「新規発行株式数」を「処分する自己株式の数」に読み替えるものとする。

※３　新株予約権の行使により株券を発行する場合において増加する資本金及び資本準備金に関する事項

①新株予約権の行使により株券を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算規則第40条第1項

に従い計算される資本金等増加限度額の2分の1の金額とし、計算の結果1円未満の端数が生じたときは、

その端数を切り上げるものとする。

②新株予約権の行使により株券を発行する場合において増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本金

等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

※４　新株予約権の行使の条件

①新株予約権の割当てを受けた者（以下、「新株予約権者」という。）は、権利行使時においても、当社の取

締役、監査役及び従業員のいずれかの地位にあることを要する。

②新株予約権者が死亡した場合は、新株予約権の相続を認めないものとする。

③その他の条件については、本取締役会決議に基づき、別途当社と新株予約権者との間で締結する「新株予

約権割当契約」に定めるところによる。

※５　新株予約権の取得に関する事項

①当社が消滅会社となる合併契約書、当社が完全子会社となる株式交換契約書、又は当社が分割会社となる

会社分割についての分割計画書・分割契約書について株主総会の承認（株主総会の承認を要しない会社

分割の場合は取締役会決議）がなされたとき、並びに株式移転の議案につき株主総会の決議がなされた

ときは、当社は新株予約権の全部を無償にて取得することができる。

②新株予約権者が、※４に定める規定に基づく新株予約権の行使の条件を満たさず、新株予約権を行使でき

なくなった場合、もしくは新株予約権者が死亡した場合は当社はその新株予約権を無償にて取得するこ

とができる。

③その他の取得事由及び取得条件については、別途当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割

当契約」に定めるところによる。

※６　新株予約権の譲渡制限

　譲渡による新株予約権の取得については、取締役会の承認を要するものとする。
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※７　組織再編行為時における新株予約権の取扱い

当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転

（以上を総称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の時

点において残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）の新株予約権者に対し、それぞれ

の場合につき、会社法第236条第1項8号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」とい

う。）の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合においては、残存新株

予約権は消滅し、再編対象会社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って

再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株

式移転計画において定めた場合に限るものとする。

①交付する再編対象会社の新株予約権の数

残存新株予約権の新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。

②新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

③新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案のうえ、前記※１に準じて決定する。

④新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

組織再編行為の条件等を勘案のうえ、前記※２で定められる１株当たり行使価額を調整して得られる再

編後行使価額に上記③に従って決定される当該新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じ

た額とする。

⑤新株予約権を行使することができる期間

新株予約権の行使期間（自　平成22年9月21日 至　平成25年9月20日）の初日と組織再編行為の効力発生

日のうち、いずれか遅い日から新株予約権の行使期間（自　平成22年9月21日 至　平成25年9月20日）の新

株予約権を行使することができる期間の末日までとする。

⑥新株予約権の行使により株券を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

前記※３に準じて決定する。

⑦新株予約権の譲渡制限

譲渡による取得については、再編対象会社の承認を要するものとする。

⑧新株予約権の取得に関する事項

前記※５に準じて決定する。

⑨その他の条件については、再編対象会社の条件に準じて決定する。 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年３月21日～

平成23年６月20日 
－ 4,880,000 － 787,100 － 1,194,589

 

（６）【大株主の状況】

　当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することができません

ので、直前の基準日である平成23年３月20日現在の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

　 平成23年３月20日現在

区分　 株式数（株）　　　　　 議決権の数（個）　 内容　

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

　議決権制限株式（その他） － － －

　完全議決権株式（自己株式等）　
  （自己保有株式）

  普通株式      91,800
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式   4,786,900   47,869 －

　単元未満株式 普通株式　　 　1,300 － －

　発行済株式総数   4,880,000 － －

　総株主の議決権 －   47,869 －

 

②【自己株式等】

　 平成23年３月20日現在

所有者の氏名又は

名称　
所有者の住所　

自己名義所有株

式数(株)　

他人名義所有株

式数(株)　

所有株式数の合

計(株)　

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合(％)

　

第一稀元素化学工業

株式会社

大阪市住之江区平

林南1-6-38　
91,800 － 91,800 1.88

計 － 91,800 － 91,800 1.88

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
４月

５月 ６月

最高（円） 3,300 4,325 4,100

最低（円） 3,000 3,260 3,500

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであり、平成23年３月21日から平成23年６月20日ま

での株価について記載しております。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期累計期間（平成22年３月21日から平成22年６月20日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に

基づき、当第１四半期会計期間（平成23年３月21日から平成23年６月20日まで）及び当第１四半期累計期間（平成23

年３月21日から平成23年６月20日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期累計期間（平成22年３月21日から平成22

年６月20日まで）に係る四半期財務諸表及び当第１四半期会計期間（平成23年３月21日から平成23年６月20日ま

で）並びに当第１四半期累計期間（平成23年３月21日から平成23年６月20日まで）に係る四半期財務諸表について、

新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成23年６月20日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成23年３月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,382,654 2,253,208

受取手形及び売掛金 6,386,179 5,475,122

製品 4,003,771 2,150,674

仕掛品 3,475,459 2,277,905

原材料及び貯蔵品 6,346,680 4,679,536

その他 1,267,065 1,832,814

貸倒引当金 △2,106 △1,906

流動資産合計 23,859,705 18,667,355

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,718,512 1,750,846

機械及び装置（純額） 2,369,070 2,212,001

土地 1,484,243 979,467

その他（純額） 736,416 540,786

有形固定資産合計 ※
 6,308,242

※
 5,483,101

無形固定資産 178,161 180,218

投資その他の資産

その他 534,258 565,529

貸倒引当金 △4 △4

投資その他の資産合計 534,254 565,525

固定資産合計 7,020,657 6,228,845

資産合計 30,880,362 24,896,200

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,085,020 2,431,827

短期借入金 7,200,000 3,500,000

1年内返済予定の長期借入金 1,200,668 980,708

未払法人税等 121,553 619,817

賞与引当金 125,340 240,528

その他 1,064,472 779,559

流動負債合計 13,797,054 8,552,440

固定負債

長期借入金 2,478,456 1,960,708

その他 334,443 356,331

固定負債合計 2,812,899 2,317,039

負債合計 16,609,954 10,869,479
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成23年６月20日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成23年３月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 787,100 787,100

資本剰余金 1,203,629 1,197,854

利益剰余金 12,399,063 12,181,675

自己株式 △143,303 △170,168

株主資本合計 14,246,490 13,996,462

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10,985 13,903

評価・換算差額等合計 10,985 13,903

新株予約権 12,932 16,354

純資産合計 14,270,408 14,026,720

負債純資産合計 30,880,362 24,896,200
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年３月21日
　至　平成22年６月20日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年３月21日
　至　平成23年６月20日)

売上高 4,899,152 8,243,445

売上原価 3,331,647 7,220,289

売上総利益 1,567,505 1,023,156

販売費及び一般管理費 ※
 551,595

※
 552,503

営業利益 1,015,909 470,653

営業外収益

受取利息 2,564 133

受取配当金 2,665 5,481

仕入割引 － 13,132

為替差益 16,046 －

その他 6,784 9,190

営業外収益合計 28,060 27,937

営業外費用

支払利息 7,483 13,269

為替差損 － 12,172

その他 223 168

営業外費用合計 7,707 25,610

経常利益 1,036,262 472,979

特別利益

固定資産売却益 2,166 －

補助金収入 5,958 －

特別利益合計 8,124 －

特別損失

固定資産除却損 － 214

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,290

特別損失合計 － 4,504

税引前四半期純利益 1,044,386 468,475

法人税、住民税及び事業税 323,842 111,354

法人税等調整額 52,829 67,909

法人税等合計 376,672 179,264

四半期純利益 667,714 289,210
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年３月21日
　至　平成22年６月20日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年３月21日
　至　平成23年６月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 1,044,386 468,475

減価償却費 246,381 257,122

賞与引当金の増減額（△は減少） △114,421 △115,188

前払年金費用の増減額（△は増加） 8,032 23,517

貸倒引当金の増減額（△は減少） 20 200

受取利息及び受取配当金 △5,229 △5,614

支払利息 7,483 13,269

為替差損益（△は益） 1,564 6,624

有形固定資産売却損益（△は益） △2,166 －

有形固定資産除却損 － 214

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,290

売上債権の増減額（△は増加） △86,187 △662,167

たな卸資産の増減額（△は増加） △787,058 △4,717,795

その他の資産の増減額（△は増加） △66,759 －

仕入債務の増減額（△は減少） 886,964 1,708,375

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △103,718 △10,793

その他の負債の増減額（△は減少） △71,091 －

その他 － 208,949

小計 958,200 △2,820,521

利息及び配当金の受取額 5,229 5,614

利息の支払額 △5,335 △12,494

法人税等の支払額 △794,334 △602,046

営業活動によるキャッシュ・フロー 163,759 △3,429,447

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △250,142 △816,909

有形固定資産の売却による収入 8,075 －

無形固定資産の取得による支出 △3,826 △17,654

投資有価証券の取得による支出 △301 △299

貸付金の回収による収入 844 999

補助金の受取額 200,000 －

その他 △1,078 △210

投資活動によるキャッシュ・フロー △46,428 △834,074

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △50,000 3,700,000

長期借入れによる収入 － 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △156,162 △262,292

ストックオプションの行使による収入 － 29,217

配当金の支払額 △66,448 △67,333

財務活動によるキャッシュ・フロー △272,610 4,399,592

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,564 △6,624

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △156,844 129,446

現金及び現金同等物の期首残高 3,333,504 2,253,208

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,176,660

※
 2,382,654
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年６月20日）

  会計処理基準に関する事項

の変更

　資産除去債務に関する会計基準の適用

　当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号

　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。　

　これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ724千円減少し、税引前四半期純利益は

5,015千円減少しております。 

【表示方法の変更】

当第１四半期会計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年６月20日）

　（四半期損益計算書）

　前第１四半期累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「仕入割引」は、営業外収

益総額の100分の20を超えたため、当第１四半期累計期間より区分掲記することとしました。　

　なお、前第１四半期累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「仕入割引」は4,531千円であります。

　（四半期キャッシュ・フロー計算書）

　前第１四半期累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」に区分掲記しておりました「その他の資

産の増減額（△は増加）」「その他の負債の増減額（△は減少）」は、当第１四半期累計期間から「営業活動によ

るキャッシュ・フロー」の「その他」として掲記しております。

　なお、当第１四半期累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「その他の資産の

増減額（△は増加）」「その他の負債の増減額（△は減少）」はそれぞれ181,113千円、27,835千円であります。　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年６月20日）

　たな卸資産の評価方法 　当第１四半期会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前事業年

度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算出しております。

　また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ

正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成23年６月20日）

前事業年度末
（平成23年３月20日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、13,366,097千円であ

ります。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、13,132,194千円であ

ります。

 

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成22年３月21日
至　平成22年６月20日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年６月20日）

※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のと
おりであります。

運賃荷造費 81,296千円

給与　 80,247千円

賞与引当金繰入額　 52,332千円

退職給付費用　 11,146千円

減価償却費 21,506千円

研究開発費　 149,058千円

※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のと
おりであります。

運賃荷造費 118,190千円

給与　 75,343千円

賞与引当金繰入額　 27,699千円

退職給付費用　 13,796千円

減価償却費 24,098千円

研究開発費　 135,093千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成22年３月21日
至　平成22年６月20日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年６月20日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年６月20日現在） 

現金及び預金勘定　 3,176,660
千円

　

預入期間が３ヶ月を超えるもの　 －　

現金及び現金同等物　 3,176,660千円

  

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年６月20日現在） 

現金及び預金勘定　 2,382,654
千円

　

預入期間が３ヶ月を超えるもの　 －　

現金及び現金同等物　 2,382,654千円
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（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成23年６月20日）及び当第１四半期累計期間（自　平成23年３月21日　至　平成23年

６月20日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　 4,880,000株　

２．自己株式の種類及び総数

普通株式　 77,347株　

３．新株予約権等に関する事項

ストック・オプションとしての新株予約権 

新株予約権の四半期会計期間末残高 12,932千円　

４．配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議　　　　　　　　　 株式の種類　
配当金の総額

（千円）　

１株当たり

配当額

（円）　

基準日　 効力発生日　 配当の原資　

平成23年６月16日

定時株主総会　
普通株式　 71,82215.00平成23年３月20日平成23年６月17日利益剰余金　

(2）基準日が当事業年度の開始の日から当第１四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

（金融商品関係）

当第１四半期会計期間末（平成23年６月20日）

短期借入金が、会社の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度の末日に比べて著しい変動

が認められます。

　科　　目
四半期貸借対照表計上額

（千円）　
時価（千円） 差額（千円）　

短期借入金　 7,200,000　 7,200,000　 　－

　

（有価証券関係）

当第１四半期会計期間末（平成23年６月20日現在）

　事業の運営において重要なものであり、かつ、前事業年度の末日に比べて著しい変動がみとめられる有価証券は

ありません。 

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期会計期間末（平成23年６月20日現在）

　当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。
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（持分法損益等）

 
前第１四半期累計期間
（自　平成22年３月21日
至　平成22年６月20日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年６月20日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 17,500 17,500

持分法を適用した場合の投資の金額

（千円）
26,789 28,958

持分法を適用した場合の投資利益又は

投資損失（△）の金額（千円）
△140 127

 

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期会計期間（自　平成23年３月21日　至　平成23年６月20日）

１．ストック・オプションに係る当第１四半期会計期間における費用計上額及び科目名

該当事項はありません。

２．当第１四半期会計期間に付与したストック・オプションの内容

該当事項はありません。

（資産除去債務関係）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、化学工業製品の製造及び販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（追加情報）

当第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年3

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20

年3月21日）を適用しております。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成23年６月20日）

前事業年度末
（平成23年３月20日）

１株当たり純資産額 2,968.67円 １株当たり純資産額 2,926.05円

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期累計期間
（自　平成22年３月21日
至　平成22年６月20日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年６月20日）

１株当たり四半期純利益金額 139.69円

潜在株式調整後１株当り四半期　

純利益　
138.67

円

　

１株当たり四半期純利益金額 60.32円

潜在株式調整後１株当り四半期　

純利益　
59.96

円

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成22年３月21日
至　平成22年６月20日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年６月20日）

１株当り四半期純利益金額　 　 　

四半期純利益（千円） 667,714 289,210

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 667,714 289,210

期中平均株式数（株） 4,780,000 4,794,778

　　 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額　 　 　

四半期純利益調整額（千円）　 － －

普通株式増加額（株）　 35,171 28,550

（うち新株予約権） （35,171） （28,550）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

　　　　　　　　　　　

－

　

　　　　　　　　　　　

－

　

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

該当事項はありません。   

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年７月29日

第一稀元素化学工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐 藤　陽 子　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 和田林　一毅　  印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている第一稀元素化学工業

株式会社の平成22年３月21日から平成23年３月20日までの第55期事業年度の第１四半期会計期間（平成22年３月21日から

平成22年６月20日まで）及び第１四半期累計期間（平成22年３月21日から平成22年６月20日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行っ

た。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表

明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、第一稀元素化学工業株式会社の平成22年６月20日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

 　　　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年７月29日

第一稀元素化学工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐 藤　陽 子　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 和田林　一毅　  印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている第一稀元素化学工業

株式会社の平成23年３月21日から平成24年３月20日までの第56期事業年度の第１四半期会計期間（平成23年３月21日から

平成23年６月20日まで）及び第１四半期累計期間（平成23年３月21日から平成23年６月20日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行っ

た。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表

明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、第一稀元素化学工業株式会社の平成23年６月20日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

 　　　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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